
The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝

1 日 目　 A − 14

価値割引の個人差と日常生活場面の 自己管理 との 対応の分析
Analyses　of 　correspOndence 　between　individual　difference　in　discounting　and 　self−management

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 O 齋藤 正樹
　　　　　　　　　　　　　　　 （立教大学大学院現代心理学研究科）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Masaki　SAnro
　　　　　　　　　　 （Graduate　Schoo【of　Cont  騨 y　Psycho］ogy ，

　Rikkyo　University）

　　　　　　　　　　　 kcy，v（mb： 自己管理 配 分，価値割引，個人荒 確率

　　　　　　　　　問題と目的

　
“
時は金なり （time　is　money ）

”
とい う諺が あ るよ

うに，時間は有限な資源の
一

つ と 見なすこ とが で きる

（齋藤，
2011a）。また，個体の 行動それ自体 も価値ある

有限な資源 と見なす こ とがで きる （Pr    ヒ 1965）。資

源の 消費ない し配分は そ の 種類に よ っ て ，（a ）現在 と

未来の 自己 とい う時点 に関する もの ，自己 に対 して

（b）現在と未来の 他者とい う対象に関す るもの ，そ し

て （c〕自己 が持つ 確信や期待 ・
不安と い う事実認識 に

関するもの に分類 で きる （Jones ＆ Rachlin，2009 ；齋

藤，2012a；Slmon，1995）。こ れ らの 消費や配分に影響

を与える とされ て い る の が価f蘚 ll引と呼ばれ る現象で

ある。 価値割引 とは，個体が，選択行動 に よりもたら

され る何 らか の 結果 の 主観的価値を種 々 の 変数 の 値 の

増加 に伴 い 低下 させる現象の こ とで ある。 価値割 引に

影響を与え る変数 に は，遅延時間 ・確率 （負け 目）
・

社会的距離とい っ たもの が挙げ られ る 。

　先行研究 （齋藤 2011b）か ら，価値割引の 個人差が，
自己管理 に影響を与える こ とが示 唆された。しか し先
行研究 の 分析は事後的なもの で あ り，日常生活場面に

おける行動傾向との 対応 も分析 して い ない。そ こ で 本

研究で は，3っ の 価値割引の 個人差 と N常生 活場面 に お

ける行動 の 自己管理 との 対応を分析するこ とを日的と

した。なお本研究は，研究活動への 時間配分の 自己管

理 へ の 介 入 に関す る研究 （齋藤，2012b）の
一

環として

行われた。
　　　　　　　　　　 方法

参加者　参加者は男女 3名 で あっ た 。

研究期間 と 場面設定　研究期間 は ある年 の 7月 か ら12

月まで の 約 5ヶ 月間 で あ り，研究は参加者それぞれ の 生

活場面で 行われた。デー
タ収集は，参加者らの 自己記

録 （活動 の 記録 コ
ー

ドを用 い て ）と電子メ
ー

ル による

や り取 りによっ て ，1週間単位で 合計20回行われた。な

お ， 途中で離脱 した参加者Bの デ
ー

タ収集は 8回，途中
か ら参加 した参加者Cの デ

ー
タ収集は 15回 行われた。

価値割引 の 測定　価値割 引の 測定 （Table　 l）は 心 理

物理 学的測定法の
一

つ で あ る極限法を用 い た質問紙
に よ っ て行 わ れ た （た とえ ば，Jones ＆ Rachlin

，
2009；

齋藤，2011bを参照）。なお利得と損失は仮想的なもの

で あ っ た。価値割引の 沮1」定に つ い て は ，仮想的で ある

か 否か や，再 テ ス トの 信頼性 などに問題はな い とされ

て い る （た とえ ば，Odum ，2011）。

活動 の 記録 コ
ー

ド　記録につ い て は，研究実施者が 特

定 の 活動群に対応 させ て分類し た記録 コ
ー ドの 頭文

字用 い て行わ れ た。記録 コ ー
ドは，睡眠 （S），身支度

（G ），食活動 （E），家事活動 （H ），アル バ イ ト・仕事 （J），
授 業 ・ゼ ミ 〔L），移動時間 （M ），個人的活動 1 （IAI），
個人的活動2 （IA2），社会的活動 1 （SAl），社会的活動2

（SA2），研究活動 （RA ），研究実施者との コ ン タク ト

（C ），マ イ ナ ス 記号 （
一）の 14種類で あっ た。デ

ー
タ分析

で は，RA はIA2 として 処 理 され て い る。
手続き　上 述の 記録 コ

ー
ドに基づ い て，参加者らは，

自分 が どの よ うな活動に どれ くらい の 時間を配分 し

て い るかにつ い て の 記録を行 っ た。なお参加者 A と参

加者 B は そ れぞれ ，
10週 目 と16週 目か ら研究活動 へ の

時間配分 に つ い て 目標設定を行 っ た。
分析方法　 1週間単位 の ，各活動 ある い は マ イ ナ ス 記

号が っ け られた活動に行動が配分 され た回数 と時間

と価値割 引の 個 人 差 との 対応 を視覚的 判断 に よ っ て

分析した 。 IA1が現在 の 自己 に ， 【A2 が未来 の 自己 に ，

SA1が近い 他者 に，　SA2が遠 い 他者に，マ イナ ス 記 号

〔一）が期待に 関する配分に対応して い る 。 なお個人的活

動 ，社会的活動，マ イ ナ ス 記号 （
一）に よ る浩動 の 分類 と

その 対応 は 恣意的なもの で あ る。
　　　　　　　　　結果 と考察

　Table　2に ， 分類 した活動 に参加者 が 配分 した行動 の

累積回数 と累積時間を示 した 。 特に，遅延割引の 個人

差と自己管理 との 対応 に違い が 見 られた。
こ の 結果は ，

研究実施時 に参加者が さらされ て い た随伴性 の 違 い

に よ る影響が大 きい と考え られ る が，そ の
一

方 で 確率

が ， 自己管理 に 大きな影響を与え る こ とが示唆された。

Table　2 配 分された行動の 累積回数 と時間

配分 ／ 参 加者 A20 週 B8 週 C 　l5週

現在 599 （715） 16（14） 308 （623）

未来 279 〔407） 137 （193） ll9 （219）

自己 878 （ll22） 153 （206） 424 （842）

近 い 他者 106 〔214） 14（63） 64 （131）
遠 い 他者 1 〔1） 1 （4） 2 ω

期待 0 〔0） 21 （15） 2 （2）

　今後 の 研 究 で は 標的行動 （本研究で は研究活動）に，
各価値割引の 変数と 関連し，なお か つ 個人差に応 じた

違い が見 られ る こ とが 予測 され る 要素を抽出した 上

でデー
タの 測定 と分析を行 うこ とが 求め られ る。
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